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１．概要（Summary） 

単一架橋カーボンナノチューブ(CNT)に対してゲート

電圧を印可しつつフォトルミネッセンス測定を行ったところ、

励起子とキャリアが束縛されたトリオン由来の発光が観測

された。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
高速大面積電子線描画装置、汎用 ICP エッチング装置 
形状・膜厚・電気評価装置群、クリーンドラフト潤沢超純水

付、ステルスダイサー、マニュアルウエッジボンダ― 
【実験方法】 
架橋ナノチューブ電界効果トランジスタ(Fig. 1)を作製す

るにあたり、まず酸化膜付き Si 基板に対して電子線描画

及び ICPエッチングでトレンチを形成した。次に電極形成

のため、再度電子線描画をし、Ti/Pt を蒸着した。リフトオ

フ後、アッシングを行い基板表面の有機物を除去した。

CNT 成長のため、触媒パターンを電子線描画で形成し

て、化学気相成長法を行った。その後、サンプルにワイヤ

ーボンドするためにウェッジボンダーを用いた。最後に、

デバイスに対してゲート電圧を印可しつつフォトルミネッセ

ンス測定を行った。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2 は単一架橋ナノチューブの発光スペクトルである。

ゼロ電圧(黒線)のときは励起子由来の発光ピークが見え

るのに対して、電圧を印可(赤線)すると励起子発光ピーク

が消失するだけでなく、低エネルギー側で新たなピークが

観測された。これはキャリアドーピングにより生じたピーク

であることからトリオン由来の発光と考えられる。 
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６．関連特許（Patent） 
なし。 
 

 
Fig. 2: An SEM image of CNT field effect transistor. 
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Fig. 1: Single CNT photoluminescence spectrum. At high 
gate voltage, the exciton peaks (E11 and K) quench and 
the new trion peak (T) appears. 


